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論　文　内　容　要　旨
［目　的］
外側膝状体は視覚系の構成要素のひとつである。ラット外側膝状体は細胞構築的に背側核、腹側核
および中間葉に分かれ、これらは網膜からの投射線経を受けている。ウサギにおいて網膜外側膝状体
投射路のうち背側核の表層部に終わるものはサブスクソスPを含んでいることが知られているが、ラッ
ト網膜外側膝状体投射路がどのような化学物質を含んでいるかについてはほとんど分かっていない。
網膜外側膝状体投射路の免疫組織化学的な指標の発見は、視覚系の情報伝達幾横の解明に寄与すると
考えられる。
カルレチニソはカルシウム結合蛋白のひとつであるが、この蛋白によってラット中枢神経系の特定
の神経細胞およびその線経が識別されている。ラット外側膝状体において、カルレチニソ陽性細胞お
よび線経の存在は知られているが、その分布に関する詳細な研究はまだない。またラット網膜神経節
細胞および視神経線経にカルレチニソの存在が知られており、ラット網膜膝状体投射路がカルレチニ
ソを含んでいる可能性がある。
本研究の目的は、ラット外側膝状体においてカルレチニソ陽性神経細胞体および線経の分布を詳細
に調べ、またカルレチニソが網膜外側膝状体投射路の指標になるかどうかを検討する事である。
［方　法］
実験動物はSprague－Dawley系成熟雄ラットを用いた。次の2グループに分けた。
（1）無処置グループ，（2）眼球摘出（片限および両眼）グループ（摘出後7日目に濯流）。
ラット脳をパラフォルムアルデヒドで濯流固定の後、外側膝状体を含む20βの凍結切片を作製し
た。その切片に抗力ルレチニソ抗体とアビジソービオチソーベロキシデース複合体を用いる免疫組織
化学を施した。免疫染色した切片とニッスル染色した隣接切片を比較して、免疫陽性構造の外側膝状
体における分布を調べた。
まず無処置ラットの外側膝状体におけるカルレチニソ免疫陽性細胞体および線経の分布を調べた。
次に片眼および両眼摘出ラットの外側膝状体における陽性細胞体および線経の分布を調べ、無処置ラッ
トの分布と比較することにより眼球摘出の影響を検討した。
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［結　果］
無処置ラットおよび眼球摘出ラットの外側膝状体において、免疫反応産物は神経細胞体および神経
線経に見られ、神経以外の要素は見られなかった。無処置ラットおよび眼球摘出ラットの外側膝状体
における、カルレチニソ免疫陽性神経細胞体および神経線経の分布は次のようにまとめられる。
I）カルレチニソ免疫陽性細胞体
無処置ラットの外側膝状体には次の5箇所にカルレチニソ免疫陽性細胞体の集団が見られた。1）
腹側核内側部・吻側部位、2）腹側核内側部・尾側内側部位、3）腹側核内側部・尾側外側部位、4）
腹側核内側部と腹側核外側部との境界部位、5）中間葉。背側核には、免疫陽性神経細胞体はまれに
しか見られなかった。
眼球摘出ラット（片限、両眼とも）では、免疫陽性神経細胞体の形態および分布に関して、無処置
ラットと比べて変化は認められなかった。
II）カルレチニソ免疫陽性神経線絶
無処置ラットの外側膝状体には次の6箇所にカルレチニソ陽性神経線経の密な叢がみられた。1）
背側核、2）腹側核外側部・表層、3）腹側核外側部・深層、4）腹側核内側部・尾側内側部、5）
中間葉、6）視索。腹側核外側部の表層と深層に見られるカルレチニソ陽性神経線経の密な叢の間に
は陽性線経の疎な部分が見られた。片限摘出ラットの外側膝状体における陽性線経の分布に関して、
無処置ラットのそれと比較したときの変化は、摘出の反対側において見られた。摘出の反対側では、
無処置ラットに見られた陽性線経の密な叢のうち、腹側核外側部・表層と視索に見られた線経のほと
んどが消失し、また背側核と腹側核外側部・深層に見られた線経はその一部が消失した。一方、腹側
核内側部・尾側内側部位と中間葉に見られた線経書には、片限摘出後も変化は見られなかった。
両眼摘出ラットの外側膝状体における陽性線経の分布は、左右両眼とも片限摘出ラットの摘出反対
側で見られたものと同じであった。
［考　察］
外側膝状体の中間葉に神経ペプチドYまたはエソケファリソを有し視交叉上核に投射する神経細胞
体が存在することは報告されており、その形態学的特徴は中間葉に見られたカルレチニソ陽性神経細
胞体と似ている。したがって視交叉上核に投射し神経ペプチドYまたはエソケファリソを有する神経
細胞体が、カルレチニソも含んでいる可能性が考えられるが、今後の検討を必要とする。腹側核外側
部と腹側核内側部との境界部位にあるカルレチニソ陽性神経細胞体の分布様式はすでに報告されてい
るエソケファリソを有する神経細胞体のそれとよく似ている。腹側核内側部・吻側部位にはカルレチ
ニソ陽性神経細胞体が見られたが、これらの神経細胞体はいままで化学的に同定されていなかった。
カルレチニソは網膜外側膝状体投射路のうち腹側核外側部・表層に終わるものほとんど全てに、ま
た背側核および腹側核外側部・深層に終わるものの一部に含まれていた。カルレチこソはこれらの神
経路の免疫組織化学的な指標になると考えられる。外側膝状体の中間葉もまた網膜からの投射線経を
受けることは知られているが、これらの線経にはカルレチニソは含まれていなかった。したがって、
網膜外側膝状体投射路にはカルレチニソを含むものと含まないものに分けられる。またカルレチニソ
は網膜神経節細胞のすべてではなくその一部に含まれることが予想されるが、今後の検討が待たれる。
［結　論］
（1）外側膝状体の特定の神経細胞体がカルレチこソの存在によって同定できた。
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（2）カルレチニソは網膜外側膝状体投射路の一部の線経に含まれる。
学位論文審査の結果の要旨
本研究はラット外側膝状体におけるカルシウム結合蛋白の一種、カルレチニソ含有ニューロソの分
布を調べ、さらにその網膜からの投射様式について免疫組織化学的に検討したものである。
外側膝状体では、陽性神経細胞体は腹側核内側部の吻側・尾側内側・尾側外側のはか、腹側核の内
側部と外側部との境界領域および中間葉に見られた。一方、陽性神経線経は背側核、腹側核外側部の
表層および深層、腹側核内側部の尾側内側、中間葉および視索に見られた。以上の結果のうち、視索
の陽性線経はすでに報告されている網膜からの投射を含むと考えられ、また、腹側核内側部の吻側部
位に見られた神経細胞体の集団はいままで化学的に同定されていなかったものである。
次に網膜からの投射を検討するため、実験的にラットの片限および両眼を摘出し、外側膝状体に分
布するカルレチニソ陽性神経線経の変化を観察した。その結果、腹側核外側部の表層に投射する陽性
神経線経のほとんど全てが、また背側核および腹側核外側部の深層に見られる陽性線経の一部が、対
側眼球由来であることが明らかとなった。したがってカルレチニソはこれらの神経路同定の有力な指
標となる。しかし網避莫からの投射がある外側膝状体の中間葉には、網膜由来のカルレチニソ含有線経
はほとんどない事が判明した。換言すれば、網膜外側膝状体投射路にはカルレチニソ含有・非含有の
少なくとも2種ある事が証明された。
以上の研究結果は、視覚の機能解剖学の発展に寄与する重大な発見であり、博士（医学）授与に価
するものと認められる。
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